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復旧・復興トピックス（平成30年度第２四半期）

平成30年７月豪雨災害や平成30年北海道胆振東部地震では、多くの尊
い命が失われました。ここに、謹んで哀悼の意を表しますとともに、被害に
遭われた方々に心からお見舞い申し上げます。
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７月2３日（月曜日）、２４日（火曜日）
平成30年7月豪雨に係る被災３県へ情報提供を実施
熊本地震の際の災害派遣に係るお礼とともに、豪雨災害からの復旧の参考としていただくための

「経験の助言」と「被災地の情報収集」のため、平成30年７月豪雨の被災３県（岡山県、広島県、
愛媛県）に職員を派遣しました。

当県から、「熊本地震の概ね３ヶ月間の対応に関する検証報告書」「熊本地震の４か月以降の
復旧・復興の取組に関する検証報告書」「国への要望書」等を提供するとともに、意見交換を実施
しました。

意見交換では、「離農を防ぐためどのような対応が必要か。また、どのように農業者へ情報提供
を行ったか」「被災後、担い手への農地集積が進むといった変化はあったか」「市町村の事務が増
大する中で、どのような支援を行ったか（被災農業者向け経営体育成支援事業、農地等災害復旧事
業等）」「国の事業で対応できなかったものは何か」「人的支援要請の考え方」等について活発な
議論が交わされました。

なお、被災３県に対して、農林水産関係支援対策（本県担当者リスト）も提供しました。
引き続き、助言等を求められた場合は、詳しく対応させていただきます。

愛媛県岡山県 広島県

区分 主な被害 被害数 被害額 被害地域

農地・農業用
施設関係

農地 27,764箇所 550.7億円 34道府県

農業用施設等 24,238箇所 852.1億円 35道府県

計 52,002箇所 1,402.7億円

平成30年7月豪雨に係る農地・農業用施設被害の概要（平成30年9月26日現在） ※農林水産省ホームページより



派遣職員からのたより

平成30年９月末現在、12名の派遣職員の皆様が本庁及び関係出先機関に勤務されています。

今回は、大阪府、愛媛県から派遣いただいている２名の職員を御紹介します。
なお、お二人は派遣元府県の災害対応等のため、平成30年9月末をもって帰阪・県されました。
熊本地震からの復旧・復興に御尽力いただき、ありがとうございました。改めて感謝申し上げます。

派遣場所 派遣人数（派遣元府県名）

本庁農地整備課 １人（鹿児島県）

大切畑ﾀﾞﾑ復興事務所 ２人（宮崎県）

県央広域本部 ２人（長崎県、鹿児島県）

上益城地域振興局 ４人（岐阜県、大阪府、兵庫県

沖縄県）

阿蘇地域振興局 ３人（愛媛県、佐賀県、大分県）

計 １２人

県央広域本部

上益城地域
振興局

阿蘇地域
振興局

＜現在の業務内容について＞
益城町地区農地等災害復旧受託事業（３地区）にかかる工事発

注・工事監督・計画変更協議、及び団体営災害復旧事業にかかる
市町村支援（担当：嘉島町）
＜職場（仕事）環境について＞

もともと農地整備課は振興局の３Ｆにあったようですが、私が
いるこの一年は２Ｆに間借りして業務を行っています。人数の割
に、かなり狭いです。公私問わず会話が筒抜けですので、いつの
間にか情報共有していることもあります。
＜衣食住の環境について＞

１人暮らしには十分な広さで、快適に過ごさせてもらいました。
職場へは車で３０分、街（繁華街）へはバスで２０分程度です。
一度引っ越しをさせていただき、街に近くなりました。

上田 輝雄さん（写真手前）

派遣元所属：大阪府南河内農と緑の総合事務所
派遣先所属：上益城地域振興局農地整備課災害復興班

＜今後、派遣で熊本へ来られる方へのコメント＞
近年、全国的に災害が多く発生していることもあり、熊本県の復旧・復興に向けた取り組みや、ここでの

業務の経験は、今後の職務に生かせるところが多くあるものと思います。平日は熊本の復旧・復興のために
頑張って働いて、週末はいろいろ出かけて熊本を満喫するとよいと思います。魅力的な場所がたくさんあり、
食べ物もおいしいです。

2

檜垣 悟さん（写真右）

派遣元所属：愛媛県農業振興局農地整備課
派遣先所属：阿蘇地域振興局農地整備課災害復興班

＜現在の業務内容について＞
団体営農地等災害復旧受託事業（西原村、南阿蘇村）、団体営

農地等災害復旧事業の技術支援（阿蘇市ため池、南小国町農業用
用水路（隧道）、南阿蘇村鋼橋及び農道））
＜職場（仕事）環境について＞

毎朝の元気な挨拶と熊本弁のラジオ体操で、やる気が充実
（？）しております。技術的な議論の場があり、意見を出し合え
る雰囲気はとても良好です。
＜衣食住の環境について＞

今回もベストシーズンのみの在熊となってしまい、冬の厳しさ
を体験できなかったことが非常に悔やまれます。

住居の湿気が高く除湿機を購入してからは、カラッと快適に生
活させていただいておりました。

＜今後、派遣で熊本へ来られる方へのコメント＞
「温泉、ざるそば、たい焼き、山での散歩、近くの図書館」僕にとってはベストな環境！自分なりのいろ

んな楽しみを見つけて下さい。
愛媛県の甚大な被災のため急きょ帰県することとなり、みなさまに大変ご迷惑をおかけします。一日も早

い復興・復旧をお祈りしています。そして、ぜひ愛媛県にもお越し下さい。



復旧進捗状況

復旧予定
件数

契約済み 工事完了

件数 契約率 件数 完了率

県営災害 計 184 167 90.8% 47 25.5%

農地 66 66 100.0% 0 0.0%

農業用施設 118 101 85.6% 47 39.8%

団体営災害 計 4,771 3,706 77.7% 2,147 45.0%

農地 2,504 1,915 76.5% 1,068 42.7%

農業用施設 2,267 1,791 79.0% 1,079 47.6%

県営＋団体営 計 4,955 3,873 78.2％ 2,194 44.3％

災害復旧工事完了件数及び契約件数の推移

9月末現在の件数（県営＋団体営）

9月末現在の件数とその割合

熊本地震等の農地等災害復旧事業の進捗状況

契約済み率、工事完了率ともに伸びてきているものの、今後も必要に応じて、
不調・不落対策などを講じ、復旧・復興工事の更なる加速化に努めます。
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10月９日（火曜日）
大切畑ダム復興事務所が開所
「大切畑ダム復興事務所」（北山清人所長）の開所式が平成30年10月9日、大切畑ダムに隣接

した、阿蘇郡西原村で開催されました。
熊本地震で甚大な被害を受けた大切畑ダム（ため池）の復旧・復興工事（約87億円）の一大

復興事業を担います。
引き続き、15人体制（うち宮崎県庁派遣２名）で、用地買収や設計、施工に従事します。
本事務所は、平成30年度の組織改編に伴い新設されましたが、これまで熊本県庁北側会議棟に

仮住まいしており、今回の事務所の開所に伴い、引っ越ししました。
事務所開設により、大切畑ダムの早期復旧に向けて、事業の加速化が図られることが期待され

ます。なお、大切畑ダム災害復旧事業の概要については、次ページ以降を御覧下さい。

現在（H30.4～H30.9） 今後（H30.10～）

（上）仮住まいの熊本県庁北側会議棟（点線囲みが執務室）
（下）執務室内の状況 （上）大切畑ダム復興事務所の建設地、（下）事務所の建設状況等

２階建 210m2

大切畑ダム
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《参考》全体件数
農 地：2,570件
農業用施設：2,385件
合 計：4,955件件



大切畑ダムの「創造的復興」までの流れ【地震直後】

熊本地震等の農地等災害復旧事業の進捗状況
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・大切畑ダムは、安政2年（1855年）に築堤
・昭和50年に事業完了した高遊原地区土地改良事業により、堤体を4m嵩上げ改修し、

総貯水量555千m3から851千m3（純有効貯水量720千m3）に増量
・これにより、阿蘇郡西原村、上益城郡益城町、菊池郡菊陽町の717ha（水田71ha、

畑646ha ）のかんがい用水を確保
・堤体の諸元や被災状況などは次のとおり
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平成28年4月17日付け熊本日日新聞

右岸地すべり

右岸地すべり

右岸遊歩道の
段差

ダム堤体法枠の
損傷

洪水吐側壁の
傾倒

堤体のクラック 村道の損傷

斜樋部管理室の傾倒

左岸遊歩道の亀裂・
段差

左岸遊歩道の亀裂・
段差



大切畑ダムの「創造的復興」までの流れ【応急対応】

熊本地震等の農地等災害復旧事業の進捗状況
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・地震直後には、下流域の約300世帯が一時避難
☞ 被害の拡大防止を図るため、緊急的に応急工事を実施

・平成28年5月には、「大切畑ダム（ため池）技術検討専門会議」を設置し、客観的・
専門的観点からダムの総合的な安全性・技術的評価等の検討を実施

〇梅雨時期の大雨等による被害拡大や
急激な水位上昇をリアルタイムで監視

〇関係機関と情報を共有し、万が一
への備え

監視体制の強化

〇ダムの貯水位を低下させるため、
斜樋からの放水に加え、排水ポンプ
（国から貸与）による強制排水を
実施

低水管理

雨量計 監視カメラ

排水ポンプによる強制排水

○熊本地震により大切畑ダムとパイプラインが被災し、幹線パイプラインは復旧した
が、支線パイプラインが復旧しておらず、周辺の農地では、農業用水を安定的に
確保できない状態が継続

○こうした事態を受け、県は上益城郡益城町の２箇所に深井戸ポンプを設置し、暫定的
に用水を確保（ポンプは約１トン／分の給水能力）

暫定用水源の確保に係るテレビ報道

暫定用水源の確保

復
旧

・
創
造
的
復
興
期
（～
平
成
35
年
度
）

応
急
対
応

（～
平
成
29
年
度
）

地
震
直
後

（
平
成
28
年
度
）



大切畑ダムの「創造的復興」までの流れ【復旧・創造的復興期】

熊本地震等の農地等災害復旧事業の進捗状況
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・復旧計画については、「大切畑ダム（ため池）技術検討専門会議」の提言を踏まえ、
確認された活断層を避け安全な上流側へ堤体を移設することとし、適切かつ安全な復
旧工事に向けて、平成29年７月に「大切畑ダム（ため池）技術検討委員会」を設置

・現在、仮排水トンネル工事に向け準備を進めており、平成31年度に堤体工事に着手し

平成35年度までの６年間で工事完了を目指す

復旧方針、復旧スケジュール

「大切畑ダム（ため池）技術検討委員会」
の審議結果を踏まえた主な復旧方針は次の
とおり。

○ダム位置（ダム軸）について
確認された活断層を避け、現堤体から

上流側(南側)へ約270m移動する案を中心
として、貯水池周辺の水利地質的特性を
確認しながら検討

○ダムタイプについて
基礎地盤の状況、土取場候補地の土質及び

賦存量からフィルダムを基本とする。透水性
の高い地盤については、遮水対策（ブランケ
ット等）を行うこととし、遮水ゾーンとの連
続性を確保するため、傾斜式遮水ゾーン型で
検討

○堤体基礎について
地質調査結果等により、堤体基礎地盤を詳

細に把握し、地層ごとの力学的特性を考慮し
たうえで、堤体の安全性を確保

（復旧方針イメージ図）

（「大切畑ダム（ため池）技術
検討委員会」審議状況

平
成
36
年
度

営
農
再
開

復
旧

・
創
造
的
復
興
期
（～
平
成
35
年
度
）

応
急
対
応

（～
平
成
29
年
度
）

地
震
直
後

（
平
成
28
年
度
）

第1回委員会(7/19)

第2回委員会(12/25,26)

委員会(予定)

委員会(予定)

権利者調査,用地測量,境界立会,単価決定,契約,支払い,登記

入札手続き

既設仮排水ﾄﾝﾈﾙ補強工事

270m移動



（

広報・広聴活動

（発行者）熊本県農林水産部農村振興局農村計画課農村企画班 電話番号：096-333-2468

１０月から、くまもとの農業農村整備復旧・復興リレーパネル展を開催
本県では、今年度から、これまでの全国からの支援に感謝し、熊本県内の復旧・復興状況

及び派遣職員の方々の活躍を御紹介するため、「くまもとの農業農村整備復旧・復興リレー
パネル展」を開催いたします。

今年度は、スケジュールの関係上、これまでに職員派遣の御支援をいただいている道府県
の一部の地域で、リレー方式のパネル展を開催いたします。

なお、開催月日、場所は下表のとおりです。
多くの方の御来場を心からお待ち申し上げます。
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番

号
自治体名 開催時期 展示場所

① 静岡県 H30.10.1～10.5 静岡県庁別館21階展望ロビー

② 徳島県 H30.10.16～10.21
県立防災センター
（とくしま防災フェスタ2018）

⑭ 宮城県 H30.10.16～10.18
宮城県総合運動公園
（第41回全国土地改良大会宮城大会）

③ 岐阜県 H30.10.27～10.28
岐阜県農業フェスティバル会場
（県庁前公園）

④ 長崎県 H30.10.29～11.2 長崎県庁１階ロビー

⑤ 山形県 H30.11.1～11.2
山形市大手門パルズ
（農業農村工学会東北支部総会）

⑥ 北海道 H30.11.19～11.22
北海道庁本庁舎1階ロビー

特設展示場Ａ

⑮ 兵庫県 H30.11.29～11.30
神戸新聞松方ホール
（2018ため池ﾌｫｰﾗﾑinひょうご）

⑦ 佐賀県 H30.12.10～12.14 佐賀県庁新館１階県民ホール

⑧ 鹿児島県 H31.1.7～1.11 鹿児島県庁18階ロビー

⑨ 沖縄県 H31.1.15～1.18 沖縄県庁1階ロビー

⑩ 宮崎県 H31.1.21～1.25 宮崎県庁1号館1階ロビー

⑪ 石川県 H31.1.28～2.1 石川県庁舎19階展望ロビーＥ

⑫ 宮城県 H31.2.18～22 宮城県庁２階回廊

⑬ 長野県 H31.3.18～3.22 長野県庁１階ロビー

①

②

③

④
⑦

⑥

⑧
⑨⑩

⑪

⑫
⑭

⑬

（参考）県外開催の関連行事

番

号
開催時期 展示行事

⑭
H30.10.16

～10.18

第41回全国土地改良大会

宮城大会

⑮
H30.11.29

～11.30

2018ため池フォーラム

inひょうご

⑮

⑤

パネル展開催イメージ


